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11  公務員 
 

（１）公務員とは全体の奉仕者で、国家及び地方公務員法では次のように服務規程が定めてある。 

 
 ① 国家公務員法９６条 

すべて職員は、国民全体の奉仕者として、公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行 
に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。 

 
 ② 地方公務員法３０条 

すべて職員は、全体の奉仕者として、公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当 
たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。 

  

（２）公務員試験の種類 

      
公務員試験は大きく分けて、国家と地方の公務員試験がある。国家・地方公務員とも様々 
な職種があり、職務内容において相方に大きな違いはないと言える。転勤範囲が国家公務 
員は広く、地方公務員は狭いという点を除けば、待遇面はほぼ同等である。初級として、 
公務員Ⅲ種が高校卒業程度であり、上級、中級として公務員Ⅰ種、公務員Ⅱ種があり、そ 

れぞれ大学卒業程度、短期大学卒業程度の知識が必要な職種もある。 

 

（３）受験申し込みから採用までの流れ 

 
    公務員試験は合格イコール採用ではない。受験申込から採用までは、下記のような流れで 

進められている。２次試験合格者は、まず「採用候補者名簿に登録され、各官公庁はこの 
名簿の中から、採用候補者を選び面接した上で採用者が決定される。 

 
（注）公務員の受験希望者は、各自で早期に募集要項・願書を取り寄せ、担任とよく相談した  
   上で必要な諸書類を整え、〆切期日に注意して受験手続き(郵送・持参等)を行う。 

 
           

                 
                         Ⅲ種・初級  教養試験・適性試験・作文 

（一次試験）    技術系職種   教養試験・専門試験 
                                 警察・消防    教養試験・論作文試験 

 
 

                                 個人面接 ｏｒ 集団面接（討論）ｏｒ両方 
（二次試験）    入国、刑務、皇宮、海上、警察、消防等は２次試験で 
         身体検査・体力検査があります。 

 
          （二次試験）     防衛庁・公安職（警察関係）合格者については、人物 

調査が行われます。 

                                   
   
 
 
                            各省庁、官公庁等の採用先で実施されます。 
                       

 
                             各官公庁で実施する場合と、個人で病院または保健所 

にて検査する場合とがあります。               
 

 
 

 

１ 受験申込 

 

 ２ 筆記試験 

３ 合格発表 

４ 人物試験 

５ 合格発表 

６ 名簿登録 

７ 採用面接 

８ 身体検査 

９ 採  用 
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（４）公務員の職種概要 

 
   ※ 国家公務員Ⅲ種は、競争倍率増加で本校からの希望者がいないため、地方公務員を重点に 

記載する。 
※ 地方公務員初級 

 
  ① 都道府県初級 
 

（ア）一般事務 知事部局、各種委員会事務局、各種公営企業関係機関及び県立学校等に勤務。 
  

  （イ）学校事務 市町村立の小・中・養護学校に勤務し、庶務、経理等の学校事務に従事。 
 
    （ウ）警察事務  警察本部又は警察署等に勤務し、庶務、経理、企画、広報等の警察事務に従事。 
 

  （エ）兵庫県警 事務 １次試験：９月下旬 
              試験内容：教養試験（国、数、英、社、択一式と記述式）、作文試験 
 

（オ）技術系  知事部局、各種公営企業関係機関等に勤務 
          ａ）電気 電気設備等に関する企画、設計、管理等の業務に従事。 
          ｂ）機械 機械設備等に関する企画、設計、管理等の業務に従事。 

          ｃ）土木 道路、河川、港湾、都市計画等の事業企画、設計、管理等の業務に従事。 
     

 ※ 試験（電気・機械・土木科）  １次試験：９月 
                                   試験内容：教養（国、数、英、社 等 全科目、択一式） 
                                     専門（数学、物理、情基 等 専門科目、択一式） 
                                     論文試験 
 
 
   ② 市区町村初級 
 
   （ア）一般事務 本庁、出張所、福祉事務所、保健所、区民会館、図書館、小・中学校等に勤務。 

庶務、経理、企画、立案、調査、指導、折衝等の一般行政事務に従事。 

 
   （イ）技術系職種    
        ａ）土木造園（土木）  土木課、計画課、道路課、河川公園課等に勤務。 
          道路、橋梁、河川、公園等の計画、設計、維持管理や土木工事の計画、施工 

監督等に従事。 
        ｂ）建築  建築課、営繕課、都市整備課に勤務し、建築確認、違反是正等の建築指 

導、公共建築物の設計、工事、維持管理等や再開発、開発指導等の都市整備等 
に従事。 

 
   ③ 採用試験 
 
    （ア）神戸市職員（行政・消防・土木・建築・電気） 

    １次試験：９月 
                  試験内容：筆記（一般教養・専門＝技術）試験・体力試験 
 

（イ）尼崎市職員（事務・土木・建築・電気） 
１次試験：９月 

                  試験内容：筆記（一般教養・作文・専門＝技術）試験 

     
   （ウ）姫路市職員（土木・建築・電気・消防）      

１次試験：9 月 
                    試験内容：教養試験・体力検査 
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    （エ）加古川市職員（消防・事務） 

                   １次試験：９月     
                  試験内容：筆記（適性 SPI）試験・体力試験 

 
    （オ）高砂市職員（土木・消防）  
                １次試験：９月 

                     試験内容：筆記（教養・適性）試験・体力試験 
 
    （カ）明石市職員（消防）  
                  １次試験：９月 
                     試験内容：集団討論・作文・体力試験 
 

  ④ 警察官・消防官 
 
   （ア）警察官  先ず、警察学校で一人前の警察官になるための勉強をします。その後、本人の 

希望や適性が考慮され、警務､防犯､外勤､警備､交通､刑事の仕事に就きます。 
        兵庫県警  １次試験：９月下旬（年度内の最終は３月末の結果となる受験機会がある） 
 

   （イ）消防官  消防官には大きく分けて次の 4 つの仕事があります。 
ａ）消火活動 ｂ）救急活動 ｃ）火災予防 ｄ）救助活動  

 
 
  ⑤ 自衛官 
 
   （ア）一般陸・海・空曹候補学生 
 
   （イ）陸・海・空曹候補生 
 
   （ウ）２等陸・海・空士   試験内容：教養試験（国、数、英、社）、作文試験 
 

   ※  自衛隊には募集窓口として加古川・姫路に「地域事務所」がある。 
 
  
  ⑥ 海上保安庁 １次試験：９月 
 
 

（５）公務員の受験対策 

    
  ① 教養試験は出題範囲が限定されており、基礎的・基本的な内容である。公務員試験の問 

題集を繰り返しやり遂げる。できる限り多くの問題を解くこと得点力アップとなる。 
 

  ② 公務員試験ゼミナール(専門学校が実施する無料のセミナー等)が、春休みや夏休み中 
に数日間実施されているので、積極的に参加して効率よく受験勉強に取り組む。 

 
   ③ 適性試験は事務的適性を見るためのスピード試験である。公務員試験ゼミナールなど 

で過去の問題を入手し、練習することは大いに得点アップにつながる。 
 

  ④ 公務員模試を受験し、自分の実力と勉強の成果を確認する。 
無料公務員模試の学校実施もある。詳細は進路指導室の公務員担当まで。 

 
   ⑤ 小論文・作文は 600 字～1000 字程度が課せられる。面接試験の重要な資料となるので 

小論文対策をしっかりやり遂げておく。また、漢字を使い、誤字は避けること。 
 


